
騨1西南アジア研究』No．　76，2012

『タズキラ・イ・ホージャガーン』の諸写本にみえる相違

書名と系譜について

澤　田 稔

は　じ　め　に

　申央アジア東部（東トルキスタン）のムスリム住民が書き残した歴史叙述の作品のうち，

『タズキラ・イ・ホージャガー凋の題名で広く知られているテユルク語の著作は，当該地

域において「タズキラ」と題されるムスリム聖者伝のジャンルに入るものの，濱田正美氏の

表現を借りればヂ全くの空想の産物としての聖者伝」ではなく「神秘主義的世界観に基づ

く事件史としての聖者伝」「歴史書的聖者伝」であると性格付けできる［濱ee　2006：10－11］。

『タズキラ・イ・ホージャガーン』の「事件史」として捉えることのできる記事の対象時期

が16世紀後半から18世紀半ばであることにより，その歴史資料としての価値は二つの点に

おいて極めて高くなっている。その第一点は，妾該時期，とりわけ中央アジア東部がジュー

ンガル王国の支配下に入った1680年前後から清朝軍によって征服された1750年代にいたる

時期に関して，他の歴史資料が乏しいことである。第二点は，当該時期に著された歴史叙述

の作品である匿シャー・マフムードの歴刻（ペルシア語）や侠名著者の助シュガル史』

（テユルク語）1）の主眼が，チンギス蕎のモグール・ハーン家の歴史を語ることであるのに

対し，『タズキラ・イ・ホージャガーン』はモグール・ハーン家と協力し，あるいは敵対し

たムスリム神秘主義者の家系（所謂カシュガル・ホージャ家）の歴史を聖者伝として記して

いることである。すなわち，16世紀以降の同町アジア東部のオアシス地域における二大支

配グループであるモグール・ハーン家とカシュガル・ホージャ家の網互開係の歴史について

『タズキラ・イ・ホージャガーン暑の記事から多くの事柄が判明するのである。

　筆者は先に『タズキラ・イ・ホージャガ・一ン薯の諸写本は3グループに分類できるのでは

ないかという仮説を立て，カシュガル・ホージャ家の代表的な人物であるホージャ・アー

ファークに関する章において叙述内容が3グループ問でどのように網違するのかを検討した

こSawada　20！0］。本稿は，本書の正式な書名とカシュガル・ホージャ家の系譜に関する記述

について写本間の相違を検討し，写本の系統整理に資することを目的としている。本稿も前

！）　蟹シャー・マフムードの歴効と『カシュガル史雌の叙述内容に関して，澤田稔2008：25－35を

　参照していただきたい。
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稿と岡様に『タズキラ・イ・ホージャガーン』の諸写本を以下のようにA，B，　Cの3グ

ループに分けて検討するけれども，実質的には，BグループとA・Cグループという二者間

の相違が問題となる。

Aグループの写本

　　　Bodleian，　Turk．　d．　20

　　　Bodleian，　lnd．　lnst．　Turk　10

　　　Lund　University　Library，　Jarring　Col｝ection，　Prov．　313

　　　Staatsbibliotel〈　Preussisclier　Kulturbesitz，　Orientabteilung，　Ms．　Or．　4－1313　［Hartmann

　　　Ms．　122］

　　　SanktrPeterburgskii　filial　IRstituta　Vostokovedeniya　Rossiickoi　Akademii　nauk2＞，　B776

　　　Sankt－Peterburgskii　filial　lnstituta　Vostokovedeniya　Rossiickoi　Akademii　naul〈，　C582

　　　SaRkt－Peterburgskii　filial　lnstituta　Vostokovedeniya　Rossiickoi　Al〈ademii　nauk，　C583

　　　Sankt－Peterburgskii　filial　lnstituta　Vostokovedeniya　Rossiickoi　Akademii　nauk，　D127

　　　Sankt－Peterburgskii　filial　lnstituta　Vostokovedeniya　Rossiickoi　Akademii　nauk，　D19！

Bグループの写本

　　　Institut　de　France，　ins．　3357

　　　British　Library，　Or．　5338

　　　British　Librayy，　Or．　966e

　　　British　Library，　Or．　9662

　　　Sankt－Peterburgskii　filial　lnstituta　Vostokovedeniya　Rossiickoi　Akademii　nauk，　B770

　　　Sankt－Peterburgskii　filial　lnstituta　Vostokovedeniya　Rossiickoi　A｝〈ademii　naul〈，　D126

Cグループの写本

　　　Bodleian，　lnd．　lnst，　Turk　3

　　　Staatsbibliotek　Preussischer　Kulturbesitz，　Orientabteilung，　Ms．　or．　fol．　3292　［Hartmann

　　　Ms．　40］

2）　ロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクトペテルブルグ支所は，2007年6月19fi．モスクワ

　　の研究所から分離し，ロシア科学アカデミー東洋写本研究所（lnstitut　vostochnykh　pukopisei

　　Rossiickoi　Akademii　ltauk）という独立の研究所となった［高田2012：142］。本稿では便宜上，

　　照門のままとしている。
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1　序文にみえる作晶名

　Bグループの写本の序文において3），神に対する賛辞と預言者ムハンマドの賞賛に続けて，

「それから盤界の賢明で完全なる者たちの真っすぐな心に，小生すなわちムハンマド・サー

ディク・カシュガリーは次のように申し上げる4＞」という書き出しで本書作成の経緯が語ら

れている。ヂ小生」すなわち著者はまず，ミールザー・ハディ～・ベグリク（Mirza　Hadi

Beglik）の息子でカシュガルのハーキム（民政長官）であったウスマーン・ベグリク

（‘Usman　Beglik）の問地における公正な統治を賞揚し，その母ラヒーマ・アガチャリク

（Ra垣ma　Aga6麟q）の憐欄の情を褒めそやす。そして，彼らの先祖たちが，ナクシュバン

ディー教団の著名な指導者マフドゥーミ・アーザムの子であるホージャ・イスハークの子孫

に帰依してきたことを次のように語る。

　　　この方たちの先祖はホージャ・イスハーク・ワリー毒晃下〈彼の上に慈悲あれ〉の子孫

　　に改濁し献身してきたらしい。その問，霊知者たちの枢軸，隅田者たちの相続人，すな

　　わちホージャ・ジャハーン・ホージャム視下をはじめとするアズィーズ（尊師）たちが

　　過ぎさっている。特に，ユースフ・ホージャム・バーディシャー狸下は，このアズィー

　　ズたちに起きた驚くべき事態や見知らぬ園丁さを語り，過去の事柄を聞きあって，この

　　アズィーーズたちから自分自身になされた恩恵を想起し，高貴なる諸霊魂のためにクル

　　アーンを読ませていた。いつも次のように雷っていた。すなわち，誰かある者がこのア

　　ズィーズたちの特性を描写して彼らに生じた出来事を書く大志をもつならば　と述べて

　　いた。小生の悩み多き心にも，このアズィーズたちの出来事を一つの伝記にすればとい

　　う思いがよぎっていた。〔しかし小生〕自身では容易ではなかった。結局，〔ユースフ・

　　ホージャム・バーディシャー門下は〕小生に恩恵を開始し，次のように話しかけた。す

　　なわち，「そなたがこの仕事を成し遂げるならば世界の表面に一つの記念物が残り，

　　我らにもそなたにも共に記念物が必ず残るであろう」と命じた。

　　　この貧しき愚生は仕方なく神託を求め，良きお轡げを得て，アズィーザーン（導師た

　　ち）・ホージャガーン（ホージャたち）の諸霊魂に助けを求めて階下することに］踏

　　み込んだ。そしてまた，この『タズキラ・イ・ホージャガーン（ホージャたちの伝記）」

3）　ms．　3357，　foi．　lb’6b；Or．　5338，　fol．　2a－3b；Or．　9660，　fol，　la－3b；Or．　9662，　fol．　2b－6b；B770，　fol，

　3b－4a；D126，　fo1．　lb－4aなお，写本のアラビア文字をローマ字に翻字する際，アラビア語・ペル

　シア語起源の単語における正書法上の軽微な書き誤り（たとえば短目音にもかかわらず長母音表

　記されている場合）は注記せずに修正する。また，テユルク語の単語も含め写本間の軽微な表現

　上の相違（たとえば接続詞wa／vaや複数語尾一1ar／larの有無）も注記しない。

4）　ba‘dahu　jahan’akil　u　kamillariniRg　lihn－i　mListaqimlarl’ga　bu　faq1r　al－abqar　ya‘nl　Muhammad＄adiq

　Ka§qarl　‘ard　yetkttya　dur　ki（ms．3357，　fol．3b）。他の写本ではいくらか表現の違いがある。すなわ

　ちTbu　faqir　al一取aqir（Or．5338，　fol．2b），　bu　faqr　wa　a1－ahqar（Or．9660，　fOL　2a）。　Or，9662，　fol．4a

　では，「小生すなわちムッラー一・サーディク・カシュガリー」（bu　faqlr　al噸aq三r　ya‘癒Mulla　saδiq

　Kagqarl）となっている。
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のなかに誤謬があったならば，赦しのペンナイフを寛容の手に取って誤りの面を削除し，

「神は善行者の報酬を無にしたもうことはない5＞」〔『クルアーン』9－！20〕の気高き証明

に〔誤謬を正した者たちが〕入ることを願う。もし至高の神が望まれるならば。「神は，

偉大なみ恵みの所有者であらせられる6＞」〔『クルアーン』57－29〕。

　　さて，本書謬タズキラ・アルジヤハーン」が著されたのは暦年に！！827＞であったとい

うことが，隠されませんように。神は最も正しく知りたもう。

　　Bularnl’ng　aba　wa　ajdadlarl’　gadrat－i　E｛Oja　lshaq　Wall，　‘alayhi　’1”rabmatu，　ni’ng

awladlarl’ga　inabat　qi’llp　va　ibla＄　qi’llp　kelgan　ekanlar．　Har　bar　qutb　al一’arifin　waris

al－anbiya’　wa　al－mursalln　ya‘nl　Hadrat－i　H6ja　Jahan　HOjam　baSllgl’n　‘azizlar　6tUp　durlar．

lju＄a＄an　Hadrat－i　YUsuf　H6jam　Padigah　bu　‘azizlarga　1〈elgan　halat－i　‘ajlbalar　v2

muSkilat－i　garibalarnk’　bikaya　ql’11P，　va　sar－guzaSt－i　ahwalln　anglaSlp，　bu　‘azlzlardl’n

6zlariga　bo｝gan　iltifatlaml’　yadlanlp，　arwab－i　garifiariga　tilawat－i　Qur’an　ql’ldurur　erdilar．

Har　bar　aytur　edilar　ki　bir　kimarsa　himmat　qi’lgay　ki　bu　‘azlzlarning　aw＄afiarlnl　bayan

aylap，　olarga　kelgan　waqi‘alarnl’　kitabat　qi’lsa　dep　likr　qllur　edilar．　Bu　faqlr　al－abqarni’ng

ham　1－aatir－i　Sikastl’mda　ke6ar　erdi　｝〈iin　bu　‘azlzlarnlng　waqi‘alarni’　bir　tazkira　qi’｝sam　dep．

OzlUkdin　muyassar　bolmas　erdi．　Abir　bu　kamlnaga　iltifat　agaz　aylap　bitab　ql’ldl’lar　ki　bu

igning　‘uhdasidln　siz　el’qsangiz　ki　jahan　＄athasida　bir　yad－gar　baqi　qalsa，　va　ham　bizning

ham　sizning　birla　yad－gar　baqi　qalgusl’　dur　dep　hukm　ayladilar．

　　Bu　banda－i　bi－sar－u－saman　na62r　istibaralar　ql’llP，　istibarada　biSaratlar　taplP，　va

arwah－i　‘azizan　b6jagandl’n　istimdad　tilap　qadarn　qoydum．　V2　yana　umid　ol　ki　bu

Tazkira－i　lviOjagan　iera　har　sahw　batayl　waqi‘　bolgan　bolsa，　qalam－tarag－i　‘afwini　karam

iligiga　aliP，　＄Urat－i　hatani’　mabw　tar2S　aylap，　inna　’llaha　la　yudi’u　ajra　’1－muhsinina　ning

ma一＄adaq－i　‘aliyada　dabil　bolgaylar．　ln　Sa’a　’llahu　ta‘ala．　Wa　’llahu　za　’1－fadli　／一‘azimi．

　　Amma　mabfi　qalmagay　kim　ta’ribqa　ming　yaz　seksan　iki　erdi　kim　bu　kitab　Tazkirat

al－Jahan　ta＄nif　taftl’．　Wa　’Ilahu　a‘lam　bi　’＄一＄aw2bi．

（ms．　3357，　fol．　5bww6b．　Cf．　Or．　5338，　fol．　3a－b；Or．　9660，　foL　3a－b；Or，　9662，　fol．　5b－6b；

D126，　pp．　6－7＝foL　3b－4a8）　；　B770，　fol，　3b－4a）

5
）

6
）

7
）

）8

訳文は藤本（編）！970：21iに拠る。

藤本（編）1970：494に拠るQ

Or．9662，　fol，6bでは「1192」（ming　yUz　toqsan　iki），　B770，　fol．4aでは「1251」（ming　iki　yGz　ellik

bir）となっている。この2つの紀年に関しては，本文内で後述する。

ヨーnッパ紙に書かれたD126写本はアラビア文字による頁番号と茸用数字による葉番号が併記

されている。前者は書写人（サンクトペテルブルグ大学東洋学部教員Mulla　Khusai王ユFeizkhanov），

後者は近瑳代の研究者によるものであろう。Muginov　1962：75－76；Dmitrieva＆S．　Muratov

1975：65はヨーロッパ紙と書写人の名前に霞及している。
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　以上で序文は終わるが，本書作成の経緯を記すこの序文によると，ムハンマド・サーディ

ク・カシュガリーはホージャ・イスハーク・ワリーの子孫ユースフ・ホージャムの命令に従

い，ホージャ・ジャハーンをはじめとする尊師たちの出来事を伝記にまとめる決意をしたこ

とが分かる。なお，ユースフ・ホージャムとホージャ・ジャハーンはホージャ・イスハー

ク・ワリー一の曾孫ホージャ・ダーニヤールの長男と三男（または次男）にあたり，1745年

から1750年代なかばにかけて活躍した人物として本書において詳しく描かれている。

　次いでこの序文には，著者ムハンマド・サーディク・カシュガリーの弁明のごとき給餌の

なかに『タズキラ・イ・ホージャガーン（ホージャたちの伝記）」という表現が出てくる。

ここでは通説に従って書名として翻訳しておくが，後段で書名llタズキラ・アルジャハー

ン」と著作年（！182年）を明示する簡潔な文章により序文が結ばれていることからすれば，

この『タズキラ・イ・ホージャガーン」は「ホージャたちの伝記」という意味の普通名詞で

ある可能性も高い。すでに濱田正美氏は，この序文の『タズキラ・イ・ホ～ジャガーン雲は

墨摺の題名ではなくT単に「ホ～ジャたちの伝記」を意味するにすぎないとし，本当の作晶

名は『タズキラ・アルジャハーン麟（または，そのペルシア語形の『タズキラ・イ・ジャ

ハーン」）であると断じている£Hamada　1978：90，　foOtnote　48］。濱田氏の断定はBグルー

プ写本の序文に基づく結論として，ひとまず善肯されるけれども，他のグループの写本の序

文との違いに触れていない。この点も含めて，作品名と著作年に関しAグループとCグ

ループの写本を検討する必要がある。

　Aグループ写本の序文9＞とCグループ写本の序文）iO＞には修辞的な雷辞が多く，Bグ

ループ写本の序文にない，詩やゼクルアーン』の章句の引用も兇られるけれども，序文の全

体構成と内容の骨子はBグループ写本と岡じである。しかし，上に訳したBグループ写本

序文の第2段落以下に相当する部分に注百すべき根粒点が見られるので，その部分を以下に

訳出する。

　　　そして，この貧しき愚生は自らの良心に鑑みて，この重大な命令に対し〔成し遂げ

　　る）能力や才能が自分にあるとは思えず，また指示・懇願にも背けず，仕方なく神託を

　　求め，そこに示唆を得て，アズィーザーン（尊師たち）やホージャガーン（ホージャた

　　ち）の霊魂に援助を求めてこ著述することに〕踏み込んだ。そして，服従のベルトを勇

　　気の腰に締めて，〈神の言いつけをよく守れ。また，この使徒，ならびにおまえたちの

　　中で権力ある人の欝いつけを守れ11）〉〔『クルア～ン暑4－59〕という内容に〔従って〕

9）　TLirk　d．　20，　fol，　lb－5b；Ind．　lnst．　Tuyk　10，　fol，　la－2b，　3b；Prov，　313，　foL　4a－8b；Ms，　Or，　4一｝313，　pp．

　1－！4　；B776，　fol．　ib－8b　；C582，　fol，　4b－6b　；C583，　foi．　lb－9b；D！27，　fol．　lb－6a；D191，　foi．　lb’7a，　lnd．

　Inst．　Turk　IO写本はfo1．1aの前およびfol．2bとfol．3bの問に紙葉の欠落があるようで，序文の最

　初と中途が欠けている。Ms．　Or．4－1313も欠葉があり，序文の最初がない。

！0）　Ms．　or．　fol．　3292，　pp．　1－8；Ms，　IRd，　lnst．　Turk3，　foE．　3b－6b．

11）藤本（編）1970：121に拠る。
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　　実践し，冒標に向かい始めた。明敏な学者や才能ある賢者や熟練者たちへの強い願いと

　　誠実な望みは以下のとおりである。この『タズキラ・イ・アズィ～ザーン（尊師たちの

　　伝記凋のなかに誤謬があったならば，理解が容易であるように，その図葉の配列にお

　　いて，あるいは書き方においてTあるいは物語の引用において，容赦のペンナイフを寛

　　容の手に取って誤りの所を削除し，報酬の言葉を確証して浅学の小生を良き祈願により

　　思い出すならば，おそらく，神のもとで〔小生は〕朽ち果てないであろう。〈神は善行

　　者の報酬を無にしたもうことはない〉〔『クルアーン』9－120〕の気高き証明に彼らが入

　　ることを望む。〈神は，偉大なみ恵みの所有者であらせられる〉〔『クルアーン』57－29〕。

　　　Va　bu　banda－i　bl－barg　sann2n　6z　wijdaniga　qarap，　bu　amrmui　’azlmga　jibillati’da　qabiliyat

　　wa　isti’dad　kOrm2y，　va　hukm　iltim2sga　tabi’　talgalluf　kbrgUz　almay，　na6ar　istibaralar　qi’llP，

　　［istibarada］　ima　wa　iSaratlar　tafip，　va　arwah－i　‘azlzan　wa　bwajagandl’n　istimdad　wa

　　isti‘2nat　tilap　qadam　qoydl．　Va　inqiy我d　kamarlnl　jur’at　belig農　baglap，　a㌻iゾポllaha　wa　a仁iy‘O

　　’r”rasala　wa　all　’1－amri　fninkum，　madmE－ml’ga　‘amal　qlliP，　maq＄ad　tarafiga　gura‘　qi’ldl．

　　Danigmandan－i　sahib－nazar　va　hUSmandan－i　arbab－i　fadl　va　hunarvarlardi’n　umid－i

　　wasiq　va　niyat－i　＄adiq　ki　bu　Tazkira－i　‘azizan　i6r2　har　sahw　baeayi　ki　waqi‘　bolgan　bolsa，

　　suhUlat－i　fahm　birla　ya　tartlb－i　kalaml’da　［ya　kitabatda］　ya　naql－i　riwayatl’da

　　qalam－tarag－i　‘afwnl　karam　iligiga　allp，　sUrati　bataRi’　mabw　wa　tarag　aylap，　qawl－i

　　sawabnl　i＄lah　aylap，　bu　faqlr－i　kam－mayanl　du‘a－yi　hayr　birla　yad　aylasalar，　gayad　ki

　　‘inda　’l12hi　dayi‘　ketmagay．　Umld　bar　ki　inna　’llaha　la　yudi‘u　ajra　’1－muhsinina　ning

　　ma一＄adaq－1　‘allyaga　dabil　bolgaylar．　Wa　’11ahu　zU　’1－fadli　’1一‘azimi．

　　（Turk　d．　20，　foL　5a－b．　Cf．　lnd．　lnst．　Turk　10，　foL　3b；Prov．　313，　fol．　8a－b；Ms．　Or．　4－1313，

　　pp．　13－14；B776，　fol．　8a－b；C582，　foL　6b；C583，　fol．　8b－9b；D127，　foL　5b－6a；　D　191，　fol．

　　6b－7a；Ms．　or．　fol．3292，　pp．7－8；Turk3，　fol．6a－b。なお［］内のn一マ字翻字はTurk　d．

　　20以外の写本に拠る）

　このAグループとCグループの写本の序文では，Bグループ写本の序文に見える「この

睦ズキラ・イ・ホージャガーン（ホージャたちの伝記）』のなかに誤謬があったならば」と

いう表現が，「この『タズキラ・イ・アズィーザーーン（尊師たちの伝記）』のなかに誤謬が

あったならば」となっている。1962年にムギノブ（AM．　Muginov）により公刊された，レ

ニングラード（サンクトペテルブルグ）のアジア諸民族研究所（東洋学研究所）所蔵写本の

B録が，Bグループの2写本B770，　D126を『タズキラ・イ・ホージャガーン』，　Aグルー

プの5写本B776，　C582，　C583，　D127，　D191を紗ズキラ・イ・アズィーザーン』の作品

名のもとに解題するのは〔Muginov　1962：74－76，85－88］，この表現の違いに基づいている

のである。当写本爵録において『タズキラ・イ・ホージャガーン』は1182（1768－69）年に

作成された『タズキラ・イ・アズィーザーン』の短縮された異文であると断じられているが

［Muginov！962　：　75］，後述するように，著作年を含めて，その断定を再検討する必要があ
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る。その後1975年にドミトリエヴァ（L．V．　Dmitrieva）とムラトフ（S．　N．　Muratov）によ

り公刊された問研究所所蔵写本の目録では，両作品名の区別はなくなり，上記のA・B両グ

ループの7写本はすべて『タズキラ・イ・アズィーザーン』の書名で記載され，『タズキ

ラ・イ・ホージャガーン』は『タズキラ・イ・アズィーザーン』の短縮版であることと，両

者の著作年について考察がなされている［Dmitrieva＆Muratov！975：51－66］。

　先に訳出したようにBグループ写本の序文の最末尾には，fさて，本書『タズキラ・アル

ジャハーン』が著されたのは暦年に1！82であったということが，隠されませんように。神

は最も正しく知りたもう」という文章がある。しかしながら，A・C両グループ写本の序文

に，この文章はない。何故，Bグループ写本の序文の最末尾にのみ書名と著作年が記されて

いるのであろうか。まず，1182年という著作年について考察したい。結論から先に述べる

と，この署作年は序文の内容に矛盾している。すなわち，本書執筆の依頼者の1人とみなさ

れるウスマーン・ベグリク（またはべグ）は，A・B・Cすべてのグループの写本の序文に

おいて嗣様にヂカシュガルの栄誉ある王座における絶対的権限をもつハーキム12）」と形容

されているのであるが，清朝史料によると，ウスマーンのカシュガルのハーキム職就任は父

ハディーの没した西暦！778（七三43）年のことであり，それ以前には遡らないのである

［澤田199！：11－12］。ただし，イスラーーム麿！！82年（西暦1768－69年）という著作年は，

序文最末尾の1司様の表現ではあるものの，Bグループの写本のうちOr．9662写本では！192

年（西暦1778－79年），B770写本では1251年（西暦！835－36年）となっており13），前者の

場念，矛盾は解消される。つまり，ハディーの没後すぐに著作がなされたということになる。

しかし，1写本のみの紀年である1192年を無批判に受け入れることはできない。後者の

1251年はあまりに遅い年次であり，序文で賞揚されているウスマーンの没年（1202年，西

暦1788年）から半世紀ほど後のことになり，あらたに別の問題が生じる。

　なお，A・C両グループの写本の序文はウスマーンの父を「故ミールザー・ハディー・ベ

グリク〈神が彼の廟と墓を天国と慈悲の光で輝かせるように＞14）」と表現し，本書の作成時

にハディーがすでに死去していたことを明示している。また，『ターリーヒ・ラシーディー』

テユルク語訳附編によると，ウスマーンはカシュガルに13年閥ハーキムであり，1202年

（西暦1787－88年）に逝去したという［ジャリロフほか（編）2008：173］。逆算すると，ウ

スマV一一ンがカシュガルのハーキムになったのはU89年（西暦177ひ76年）ということにな

12）　Kagqar　tabt－i　‘izzatl’da　bantkiin－i　muglaq　al一’inan　（ms．　3357，　fol，　3b　；　Turk　d．　20，　foi．　3a　；　Ms．　or．　fol．

　3292，　p．　3）．

13）先に注記したように，Or．9662，　foL　6bでは「1192」（ming　yUz　toqsan　iki＞，　B770浦oL　4aでは

　f1251J　（ming　iki　yUz　ellil〈　bir）o

I4）　marhUm　Mirza　Hadl　Beglik，　nawwara　’liahu　turbatahLi　wa　marqadahu　bi－anwari　’1－jinani　wa

　’i－gufrani　（Turk　d．　20，　foi．　3b；Ms．　or．　fol，　3292，　p，　4：Cf，　lnd．　lnst．　Turk　IO，　fol．　2a；Prov．　313，　fol，　7a：

　Ms，　Or．　4－1313，　p．　5；B776，　foL　4b；C582，　foE．　5b；C583，　fol．　5a；D127，　fol．　3a：D19！，　foL　3b；Turk3，　foL

　4b）．
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る。これは清朝史料の記す就任年より2－3年早いのであるが，著作年の！！82年（西麿

1768－69年）より7年ほど後のことになり，Bグループ写本の序文における矛盾は解消され

ない。

　つまり，1！82年間『タズキラ・イ・ホージャガーン」（Bグループ写本）の著作年として

あり得ないのである。まして，この年を『タズキラ・イ・アズィーザーン』（Aグループ写

本）の著作年とみなすムギノブの記述［Muginov！962：75，86］は，強引な解釈であると欝

わねばならない。そして，1182年が著作年としてあり得ないのであるから，この著作年の

矛盾が解消されない限り，『タズキラ・アルジャハーン』を本書の作品名であると児なすこ

とは難しい。では，Bグループ写本の序文末尾にのみ明確に記された1182年著作の書『タ

ズキラ・アルジャハーン』とは何であろうか。また，その文言は何故A・C爾グループの写

本に書かれていないのであろうか。この疑問に関連して，『タズキラ・アルジャハーン』と

いう書名に含意されたと思われるホージャ・ジャハーンという人物の系譜（癬正統と道統）に

ついて次節で考察したい。その系譜の記載箇所や記載に有無について，Bグループの写本と

A・C両グループの写本との間に根本的な差異がみられるのである。

H　ホージャ・ジャハーンの系譜

　窪タズキラ・アルジャハーン」（Ta多kirat　al－Jahan）は「世界（ジャハーン）の伝記」とい

うほどの字義であるが，「世界（ジャハーン）」が何を意昧するのか釈然としない。ムギノブ

は写本目録の解題においてB770写本の序文（fol．4a）における表記（TZK：RH　JHAN）を

「世界の歴史」（istoriya　mira）と訳し，普通名詞として扱っている［Muginov　1962：76］。

しかしながら，ドミトリエヴァとムラトフの写本目録において同箇所はTa多kira－i　Jihan

（「ジハーンの歴史」）と読まれt書名と見なされている（ジハーンとジャハーンは発音の方

式が違うだけであり，全く同じ単語である）。さらに同旨録において，このような名称は

ホージャ・ジハーンの異名をもつホージャ・ヤークーブとガーズィー・ビクユ5＞に敬意を表

するため著作に付けられているに違いないと述べられている［Dmitrieva＆Muratov　l975：

65］16＞。この書名について当目録はそれ以上の解説をせず，単にこの2人の入物に関する本

書の章番号（本辞録作成者により付けられた番号）をあげているだけであり，その推測の根

拠は示されていない。

　ホージャ・ジャハーンの名は，前章で簡単に触れたように，弟のユースフ・ホージャムと

ともに本書の序文のなかに幽てきている。その序文で述べられているように，ユースフ・

15）ガーズィー・ビクはガーズィー・ベグと表記されるべきである。ガーズィー・ベグはヤルカン

　ドのハーキムである（ms．3357，　fo1．102a）。

／6）　なお，Tazkira－i　Jihanという書名がガーズd一・ベグに敬葱を表して付けられたという推測に

　は疑問が感じるけれども，本稿ではその問題に触れない。



80 澤　絹 稔

ホージャムはホージャ・ジャハーンをはじめアズィーズ（尊師）たちの特性と彼らに関わる

出来事を書くよう著減ムハンマド・サーディク・カシュガリーに命じたのである。ホー

ジャ・ジャハーンとユースフ・ホージャムは，ナクシュバンディー教団の著名な指導者マフ

ドゥーミ・アーザムの息子ホージャ・イスハーク・ワリーの子孫である。つまり，カシュガ

ル・ホージャ家イスハーク派のホージャたちの伝記を書くことが本書のfi的であったと考え

られる。そのなかでも特にホージャ・ジャハーンの事績を語ることが本書の眼目であるとい

うことは，次に見るように，この人物の血統や道統に関する本書の記述から推論できる。

　13グループの写本では序文に続けて，「さて，系譜には二つの種類，外形的系譜と精神的

系譜があるということを知れ17）」という文書で系譜を記載する章18）が始まる。二種の系譜

についての抽象的な説明の後，「外形的系譜，すなわち誰それの息子は誰それと関係づけら

れる系譜19）」が具体的に記される。その外形的系譜は預言者ムハンマドから所謂カシュガ

ル・ホージャ家イスハーク派のホージャ・ヤークーブ（ホージャ・ジャハーンの本名）にい

たる直系の甑統，代々の親子関係の列挙である20）。すなわち，この系譜は預言者ムハンマ

ドの子（farzand）ファーティマ，その子イマ漏ム・フサイン，その子イマーム・ザイン・

アルアービディーンというように，第3代イマーム・フサインから第8代イマーム・ア

リー・ムーサー〔・リダー〕までの十ニイマーム派のイマームたちを経て，預言者ムハンマ

ドの血脈がカシュガル・ホージャ家のホージャ・ヤークーブに達したことを示している。そ

して，この外形的系譜の最後に挙げられるホージャ・ヤークーブについては特に次のように

記述されている。

　　　そのかた〔ホージャ・ダーニヤール硯下〕の子はホージャ・ヤークーブ零下であり，

　　そのうカブ（尊称）はホージャ・ジャハーンであった。ホージャ・ジャハーンと言うこ

　　とについて老師たちは，「このホージャは世界征服者（ジャハーンギール）となる。こ

　　の者をホージャ・ジャハーンと呼べ」と命じていた。まさにその’理由によりホージャ・

　　ジャハーンと名付けられた。

　　　Olarnl’ng　farzandlarl　Hadrat－i　IJOja　Ya‘qUb，　laqablarl　Hadrat－i　E［6ja　Jahan　edi12r．　H6ja

　　Jahan　dem2kda　pir12ri　bu　b6ja　jahangir　bolur，　rnuni’　HOja　Jahan　atanglar　dep　amr　ql’llp

　　edilar．　Sul　sababdin　UOja　Jahan　at　qoyuldl’．

　　（ms．　3357，　fol．　8a．　Cf．　Or．　5338，　fol．　4b；Or．　9660，　fol．　4b；Or．　9662，　fol．　8a；B770，　foL　4b；

　　D！26，　p．　8＝foL　4b）

！7）　Amma　bilgil　kim　nisbat　iki　qism　dur，　nisbat－i　＄UrL　nisbat－i　maLnawi　（ms，　3357，　fol．　6b）．

！8）　ms．　3357，　foE．　6b－8a．　Cf．　Or．　5338，　foE．　3b－4b；Or，　9660，　fol，　3b－4b；Or．　9662，　fol．　6b－8a；B770，　foi．

　4a－b；D126，　pp，　7－8＝　fol，　4a－b，

19）　Nisbat－i　＄arl　dep　andag　nisbatni　ayturEar　kim　fulanl’ning　ogll’　fulanl’　dep　nisbat　yetl〈UrttlUr　（ms．

　3357，　fol，　6b）．

20）　ms．　3357，　fol．　7a－8a．



『タズキラ・イ・ホージャガー一・ン退の諸写本にみえる相違 81

　この特別な記述はホージャ・ジャ丹心ンが本書の物語の主人公であることを暗に示してい

るといえよう。なお，本章はこの記述で終わり，精神的系譜（道統）については章の胃頭で

抽象的に説明されているだけで，具体的な人名を挙げる道統はBグループの写本において

書かれていない。

　他方，AグループとCグループの写本において系譜（血統と道統）の記述は序文のすぐ

後には見られず，本文の中でホージャ・ダーニヤールの事績とその逝去を記した後，その長

男ホージャ・ジャハーンの特性を賞賛する叙述の過程において系譜が記載されている21＞。

その記述は系譜に関する抽象的説明においてBグループの写本よりも詳しく，外形的系譜

（血統）のみならず精神的系譜（遵統）についても具体的に人名を挙げて記載している点で

Bグループの写本とは根本的に異なる。

　血統に関しては，形式的な柑違としてBグループの写本は，例示すると「そのかたの子

はイマーム・ザイン・アルアービディーン獅下22）」という表現で血脈を預欝者ムハンマド

からホージャ・ヤークーブ（ホージャ・ジャハーン）に至るまで下降させていくが，A・C

両グループの写本は人名のあとにヂ……の息子」（binまたはibn）を付して父の名を続ける

アラブ式の表現をとって，ホージャ・ヤークーブから預言者ムハンマドまで血脈を遡行させ

ていく。ただし，細部を除いて，それらの系譜で挙げられる人名の相違は兇られない23＞。

　次に，A・C両グループの写本にのみ見られる精神的系譜すなわち遵統24＞について検討す

る。この系譜は墨書者ムハンマドから初代カリフ，アブー・バクルへ，そして，サルマー

ン・ファーリスィーやアブー・ヤズィード・バスターミーらを経由してナクシュバンディー

教団の始根グジュドゥワー四一へ，そして同教団の中興の祖ナクシュバンドへ，さらにティ

ムール朝の都サマルカンドを拠点にして活躍したホージャ・アフラールを経てマフドゥー

ミ・アーザムとその子孫に到る道統である。カシュガル・ホージャ家の成員が含まれる，マ

フドゥーミ・アーザム以降の系譜は，以下のとおり，二つの系統に分けて記述されている。

　　　そして，マフドゥーミ・アーザム狸下から，この神の恩寵の河は二つの小支流に分か

　　れた。その一つはムハンマド・イスラーム・ホージャ・ジューイバーリーの心の境に委

　　託され流れた。このかたから，この委託は大イーシャーン狸下ホージャ・ムハンマド・

　　アミーンにまかされた。それから，親愛なる兄弟ホージャ・バハー・アッディーンにお

21）系譜を記載する部分は，Turk　d．20，掴，40b－45b；Ind．　Inst．　Turk　10，　fol．　34a－39a；Prov．　313，　fol，

　48a－53a（不完全）；Ms、　Or、4－1313，　pp．132－147；B776，　fo1．　67b－77a；C582，　fol，33a－36b（不完全）；

　C583，　fol．77a－86a；D127，　fol．43a－48a（不完金）；D191，　fo1，47a－43a（以上，　Aグループ写本），　Ms．

　Or，　Fol．　3292，　pp．70－80；Ms．亙nd．　Inst　Turi〈．3，　fol．29a－33a（以上，　Cグループ写本〉。

22）　OlarRl’ng　farzandlarl’　Hadrat－i　lmam　Zayn　al一‘AbidlR　（ms．　3357，　fol．　7a），

23）　ただし，Aグループ写本のMs．　Or．4－1313，　p．133とD127，　foi．43a－bでは，　Imam　Hasan　‘Askari

　（略図イマーム派のII代イマーム）から剛派のイマームたちを遡っている。

24）　Turk　d，　20，　fol．　41b－45b；Ind．　lnst．　Turk　10，　foL　35a－39a；Prov．　313，　fol，　48b－52b；Ms．　Oi　4－1313，

　pp．133－147；B776，　fol．69b－76b；C582，　fol．33b－36日目不完全）；C583，　fol．79a－85b；D127，　fol．

　43b－48a；D！91，　fol．　48bww53a；Ms．　Or．　Fol．　3292，　pp．　73ww80；Ms，　lnd，　lnst，　Turk．　3，　fol．　30a－33a．
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　　いて高潮した。このかたから，最愛の子，大壁下ホージャ・ハーシム・ダフビーディー

　　に委ねられた。それから，その兄弟〔正しくは従兄弟〕イーシャーン翼下ホージャ・ム

　　ハンマド・ユースフにおいて発現した。それから，完全性をもつ親愛なる子，ホー

　　ジヤ・アーファークにおいて現れ，明らかになった。

　　　Va　Hadrat－i　Mabdttmumi　A’zamdin　bu　fayd－i　ilahl　daryasl’　il〈i　Sak6a　ayrk’ldi’．　Biri

　　Mul？arnmad　lslam　Hwaja　Jaybarl　dillarl　sar－baddiga　wadl‘atan　jarl　boidl．　Bulardln　bu

　　arn（inat　Hadrat－i　lganmui　Kaian　ljwaja　Muhammad　Amlnga　tapguruldk’．　Andin　kln

　　biradarwwi　arjmand　Hwaja　Bah2’　al－Dlnda　jbs　urdk’．　Bulardln　farzand－i　nar－i　dida　l！adratwwi

　　Kalan　Elwaja　Hagim　Dahbldiga　tapSuruldl’．　ARdl’n　bir2darlarl　Hadrat－i　lgan　Hwaja

　　Muhammad　Yasufda　zuhUr　k6rgUzdi．　Andin　farzand－i　arjmand　ifwaja　Afaqda　lahir　va

　　numayan　bo｝dl’．

　　（Tur｝〈　d．　20，　foL　45awwb．　Cf．　lnd．　lnst．　Turk　10，　fol．　38a－b；Ms．　Or．　4－1313，　p．　145；B776，　fol．

　　76a；C583，　foL　85a－b；1）127，　fol．　47b；D191，　fol．　52b；Ms．　Or．　Fol．　3292，　p．　79；Ms．　lnd．　lnst．

　　Turk．　3，　fol．　32b－33a）

　この記述の最後に現れるホージャ・アーファーク（1693－94年没）は所謂カシュガル・

ホージャ家アーファーキーヤ（アーファーク派，アーファーク統）の名橿であり，父ムハン

マド・ユースフとともに菓トルキスタンでの活動が伝えられている。この家系はアーファー

クの祖父ムハンマド・アミーンの称号である大イーシャーン（イーシャー二・カラーン）に

ちなみ，イーシャーニーヤとか，嵐来は不明ながら，アクタグルク伯由党）とも呼ばれる。

ただ，上に訳出した道統の記述は，アーファークが曾祖父マフドゥーミ・アーザムからどの

ような経路で道統を受け継いだかを示しているのであり，アーファーク以降の世代への受け

継ぎが書及されていないことに注意しておきたい。

　A・C両グルーープの写本はアーファーキーヤを主眼とする精神的系譜に続いて，もうひと

つの流れをつぎのように記述する。

　　　さて，もう一つの小支流はマフドゥーミ・アーザム視下からマヴラーナー・ルトゥ

　　フ・アッラー・チュスティー狸下において信託と委託のやり方により流れた。マウラー

　　ナー視下から，この委託の系譜はイーシャーン狸下ホージャ・イスハーク・ワリーにお

　　いて波打った。そのかたから，最愛の子ホージャ・シャーデK一・アズィーズ狸下にお

　　いて象徴を知らしめた。このかたから，愛しい子ホージャ・ウバイド・アッラー猛下に

　　おいて明らかになった。このかたから，太陽のような美貌の最愛の子ホージャ・ダーニ

　　ヤール狸下において現れた。このかたから，完全性の持ち主たる子で，再会の酒を飲む

　　入，すなわち，ホージャ・ジャハーン狸下ホージャ・ヤークーブ・アズィーズにおいて

　　顕示した。

　　　Am磁a　ye磁bir菖a壌asほIa頃rat－i　Ma垣dαm－i　A‘多amd沁Ha弓rat－i　Mawla礁a　Lu㌻f　Allah

　　Custlda　wadi‘at　v2　am2nat　tarlqasl　birla　ja’rl　boldl’．　Hadrat－i　Mawlanadln　bu　nisbat－i
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　　amanat　Hadrat－i　ISan　Uwaja　lshaq　Wallda　mawj　1〈6rsatti．　Olardl’n　nar－i　dlda　Hadrat－i

　　Ilwaja　Sadl　‘Azlzda　nigan　bilgazdi．　Bulardl’n　farzand－i　jigar－band　Uadrat－i　Hwaja　‘Ubayd

　　Allahda　numayan　boldl’．　Bulardln　farzand－i　dil－band　aftab　ta｝‘at　Hadrat－i　Uwaja

　　Daniyaida　luhUr　ayladi．　Bulardln　farzand－i　＄ahib－kamal　va　jur‘a－nttS－i　bada－i　wi＄al，　a’ni

　　Uadrat－i　Hwaja　Jahan　Hwaja　Ya‘qUb　‘Azlzda　jilwa　kbrsattL

　　（Turk　d．　20，　fol．　45b．　CE　lnd．　lnst．　Turl〈　10，　fol．　38b；Prov．　3！3，　fol．　52b；Ms．　Or．　4－1313，　p．

　　！46；　B776，　fol．　76a－b；　C582，　fol．　36a－b；　C583，　fol．　85b；　D！27，　fol．　47b－48a；　D！9！，　fol．

　　52b－53a；Ms．　Or．　Fol．　3292，　p．　79；Ms．　lnd　lnst．　Turk．　3，　fol．　33a）

　この系譜はマフドゥーミ・アーーザムの子でムハンマド・アミーンの弟であるイスハーク・

ワリーからホージャ・ジャハーン（ホージャ・ヤークーブ）までのカシュガル・ホージャ家

イスハーキーヤ（イスハーク派，カラタグルク，黒山党）の道統を示している。なお，マウ

ラーナ・一・ルトゥフ・アッラー・チュスティーはマフドゥーミ・アーザムの高弟であり，も

うひとりの高弟で上述のアーファーキ～やの系譜に登場しているムハンマド・イスラーム・

ホージャ・ジューイバーリー一と紺立したことが知られている25）。

　この記述の最後に挙げられているホージャ・ジャハーン睨下は，直：後の段落においてf時

のクトゥブ（枢軸）26）」と形容されており，A・C両グループの写本における外形的系譜と

精神的系譜の全体的記述はその段で終わるのであるから，両系譜を記載することの主眼が

ホージャ・ジャハーン獅下の称揚に麗かれていることは明白である。

お　わ　り　に

　検討してきたように，秒ズキラ・イ・ホージャガーン』や『タズキラ・イ・アズィー

ザーン』などの題名で知られている本聖者伝は，序文の内容と系譜の記載の上でBグルー

プの写本とA・C両グループの写本との問に無視できない相違がある。すなわち，

　（1）Bグループの写本の序文には汐ズキラ・イ・ホージャガーーン」，A・C両グループ

　　　の写本の序文には「タズキラ・イ・アズィーザーン」という作品名とも普通名詞とも

　　　見なしうる表現がある。

　（2）Bグループの写本の序文にのみ，「本書『タズキラ・アルジャハーン』が著されたの

　　　は暦年に！182であったということが，隠されませんように」という文章がある。た

　　　だし，1182年（西暦1768－69年置は，序文でカシュガルのハーキムとして称揚され

　　　ているウスマーン・ベグリクの同職就任年（西麿1778（乾隆43）年または西暦

25）　この対立については，白海提20！0：50－51を参照されたい。

26）　qutb－i　zaman　（Turk　d．　20，　foi．　45b）．　C£　lnd．　lnst，　Turk　iO，　fol，　38b；Prov．　313，　fol，　52b；Ms．　Or．

　4－1313，　p，　146；B776，　fol．　76b；C582，　fol．　36b；C583，　fol．　86；D127，　fol，　48a；D191，　fol，　53a；Ms．　Or．　Foi，

　3292，　p，　80，
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　　　！775－76年）より前である。

　（3）Bグループの写本においては，ホージャ・ジャハーンの系譜（ただし具体的には血統

　　　のみ）は序文のすぐ後に記載されている。

　（4）A・C両グループの写本においてホージャ・ジャハーンの系譜（血統と道統）は，そ

　　　の父ホージャ・ダーニヤールの事績と逝去を記述した後，つまり，本文の回申で記載

　　　されている。

　（5）A・C両グループの写本においてのみ，ホージャ・アーファークの道統が記載されて

　　　いる。

　以上のような相違がどのような過程で生じたのかという肝心な問題について，筆者はまだ

解答を用意できていない。また，Bグループの写本はAグループの写本の短縮本であると

いう，サンクトペテルブルグ（レニングラード）の東洋学研究所（アジア諸民族研究所）の

所蔵目録における断定についてめ検討も本稿ではできなかった。ただ，Bグループの写本と

A・C爾グループの写本に共通する抑々（！！82年の『タズキラ・アルジャハーン』）の存在

を想定することができるのではないか，その祖本はホージャ・ジャハーンの事績を賞賛する

内容であったのではないか，という作業仮説を提示しておきたい。
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